
社
会
実
験
的
政
策
評
価
の
基
礎
構
築
で
革
新
性

イ
ン
ド
で
５
０
０
万
人
以
上
の
小
学
生
が
恩
恵

小
さ
な
実
践
的
問
題
の
解
決
を
積
み
上
げ
成
果

黒崎卓　一橋大学教授

貧困削減へ効果的介入　解明

　くろさき・たかし　
年生まれ。東京大教
養卒、スタンフォード
大博士。専門は開発経
済学、アジア経済論

ノーベル経済学賞に米大３教授

　
２
０
１
９
年
の
ノ
ー
ベ
ル
経

済
学
賞
は
、
米
マ
サ
チ
ュ
ー
セ

ッ
ツ
工
科
大
（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）
教
授

の
ア
ビ
ジ
ッ
ト
・
バ
ナ
ジ
ー
氏

と
エ
ス
テ
ー
ル
・
デ
ュ
フ
ロ
氏
、

米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
教
授
の
マ
イ

ケ
ル
・
ク
レ
マ
ー
氏
の
３
氏
に

決
ま
っ
た
。
授
賞
理
由
は
「
世

界
的
な
貧
困
緩
和
へ
の
実
験
的

ア
プ
ロ
ー
チ
」
で
あ
る
。

　
開
発
経
済
学
の
研
究
に
長
く

携
わ
る
筆
者
に
と
っ
て
、
３
氏

の
切
り
開
い
た
手
法
は
革
新
的

で
あ
り
、
授
賞
は
驚
く
べ
き
も

の
で
は
な
い
。
た
だ
し
授
賞
の

タ
イ
ミ
ン
グ
は
予
想
よ
り
早
か

っ
た
。

年
の
国
連
総
会
で
採

択
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
開
発

目
標
」（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）を

年
ま

で
に
達
成
す
る
う
え
で
、
開
発

経
済
学
の
実
践
的
な
革
新
を
評

価
す
る
機
運
が
選
考
委
員
会
で

高
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
一
報
を
聞
き
、
開
発
経
済
学

に
お
け
る
Ｒ
Ｃ
Ｔ
革
命
へ
の
授

賞
だ
と
感
じ
た
。Ｒ
Ｃ
Ｔ
は「
無

作
為
化
比
較
実
験
」
「
ラ
ン
ダ

ム
化
比
較
試
験
」
、
あ
る
い
は

「
社
会
実
験
的
政
策
評
価
」と
表

現
さ
れ
る
。
Ｒ
は
評
価
し
た
い

政
策
の
有
無
な
い
し
は
比
較
し

た
い
複
数
の
政
策
の
ど
れ
か
を

ラ
ン
ダ
ム
に
割
り
振
る
こ
と
か

ら
と
っ
た
頭
文
字
、
Ｃ
は
結
果

に
影
響
し
そ
う
な
諸
要
因
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
環
境
を
作
る

こ
と
を
意
味
す
る
頭
文
字
、
Ｔ

は
ト
ラ
イ
ア
ル
の
頭
文
字
だ
。

　
政
策
の
効
果
を
正
し
く
測
る

に
は
、
医
学
の
新
薬
試
験
と
同

じ
方
法
を
使
え
ば
よ
い
。
新
薬

の
効
果
を
測
り
た
い
患
者
を
無

作
為
に
「
治
験
群
」
と
「
対
照

群
」
に
割
り
振
り
、
前
者
に
の

み
新
薬
を
施
し
、
２
つ
の
患
者

群
の
治
癒
状
況
に
違
い
が
生
じ

る
か
を
統
計
的
に
検
定
す
る
。

　
こ
れ
に
近
い
実
験
を
設
計
す

る
の
が
、
社
会
科
学
に
お
け
る

Ｒ
Ｃ
Ｔ
だ
。
潜
在
的
な
政
策
介

入
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
一
部
を
実

験
対
象
と
し
、
治
験
群
と
対
照

群
を
無
作
為
に
割
り
振
り
、
前

者
に
の
み
政
策
介
入
を
施
し
後

者
に
は
実
施
せ
ず
、
介
入
後
に

経
済
的
な
変
数
に
違
い
が
生
じ

る
か
を
統
計
的
に
検
定
す
る
。

無
作
為
化
が
適
切
な
ら
政
策
介

入
の
効
果
が
正
確
に
わ
か
る
。

　
Ｒ
Ｃ
Ｔ
自
体
は
、
税
制
や
福

祉
政
策
の
評
価
の
た
め
に
先
進

国
で
１
９
８
０
〜

年
代
に
実

施
さ
れ
た
例
が
あ
り
、
今
回
の

受
賞
者
の
発
明
品
で
は
な
い
。

途
上
国
の
貧
困
削
減
政
策
の
評

価
に
全
面
的
に
Ｒ
Ｃ
Ｔ
ア
プ
ロ

ー
チ
を
適
用
す
る
基
礎
を
作
っ

た
と
こ
ろ
に
革
新
性
が
あ
る
。

デ
ュ
フ
ロ
、
ク
レ
マ
ー
両
氏
ら

の
著
書
「
政
策
評
価
の
た
め
の

因
果
関
係
の
見
つ
け
方
」
で
、

Ｒ
Ｃ
Ｔ
を
実
施
す
る
た
め
の
ノ

ウ
ハ
ウ
が
解
説
さ
れ
て
い
る
。

　
３
氏
を
中
心
に
多
数
の
Ｒ
Ｃ

Ｔ
が
途
上
国
で
実
施
さ
れ
、
貧

困
削
減
に
有
効
な
介
入
が
次
々

と
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
ク

レ
マ
ー
氏
が
分
析
し
た
ケ
ニ
ア

で
の
虫
下
し
薬
の
児
童
へ
の
配

布
政
策
は
そ
の
代
表
例
だ
。

　
バ
ナ
ジ
ー
、
デ
ュ
フ
ロ
両
氏

が
中
心
と
な
り

年
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ

に
ジ
ャ
ミ
ー
ル
貧
困
対
策
研
究

室
（
Ｊ
Ｐ
Ａ
Ｌ
）
が
設
置
さ
れ

る
と
、
驚
く
ほ
ど
の
短
期
間
で

開
発
経
済
学
を
世
界
的
に
リ
ー

ド
す
る
組
織
と
し
て
の
地
位
を

確
立
し
た
。
Ｊ
Ｐ
Ａ
Ｌ
発
の
研

究
成
果
は
、
教
育
、
保
健
、
金

融
、
農
業
・
製
造
業
、
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、

汚
職
・
賄
賂
、
犯
罪
・
暴
力
・

内
戦
な
ど
、
広
範
な
開
発
テ
ー

マ
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

　
図
は
バ
ナ
ジ
ー
、
デ
ュ
フ
ロ

両
氏
が
関
わ
っ
た
イ
ン
ド
で
の

教
育
Ｒ
Ｃ
Ｔ
の
分
析
結
果
だ
。

非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
が
実

施
し
て
い
た
習
熟
度
別
補
習
に

よ
り
児
童
の
学
力
が
上
昇
す
る

こ
と
を
、
小
規
模
Ｒ
Ｃ
Ｔ
で
確

認
し
た
後
、
州
政
府
と
の
共
同

研
究
と
し
て
規
模
拡
大
の
た
め

の
Ｒ
Ｃ
Ｔ
が
実
施
さ
れ
た
。

　
縦
棒
は
パ
ラ
グ
ラ
フ
ま
た
は

短
い
文
章
が
読
め
た
３
〜
５
年

生
の
比
率
を
示
す
。
左
の
黒
い

縦
棒
は
介
入
前
の
ス
コ
ア
だ
。

無
作
為
化
が
適
切
な
た
め
、
対

照
群
と
治
験
群
の
間
に
介
入
前

に
は
全
く
差
が
な
い
こ
と
か

ら
、
両
群
を
一
緒
に
し
た
１
本

の
縦
棒
に
な
っ
て
い
る
。

　
介
入
後
の
ス
コ
ア
は
同
じ
テ

ス
ト
を
用
い
て
読
解
力
を
測
る

た
め
、
対
照
群
、
治
験
群
と
も

に
介
入
前
よ
り
も
上
昇
し
て
い

る
。
問
題
は
両
者
の
差
だ
。
中

央
の
濃
い
灰
色
の
縦
棒
は
介
入

後
の
対
照
群
の
ス
コ
ア
、
右
側

の
薄
い
灰
色
の
縦
棒
は
介
入
後

の
治
験
群
の
ス
コ
ア
だ
。
両
群

の
差
の
有
意
性
を

％
水
準
で

チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
の
ひ
げ
が

治
験
群
の
縦
棒
に
加
筆
さ
れ
て

い
る
が
、
ひ
げ
の
幅
を
考
慮
し

て
も
、
介
入
後
の
治
験
群
の
ス

コ
ア
は
対
照
群
よ
り
も
高
い
。

　
図
の
Ａ
は
ハ
リ
ヤ
ー
ナ
ー
州

で
実
施
さ
れ
た
「
正
規
教
員
に

よ
る
習
熟
度
別
補
講
モ
デ
ル
」

の
効
果
を
示
す
。
治
験
群
の
３

〜
５
年
生
の
読
解
能
力
向
上
は

対
照
群
に
比
べ
５
㌽
高
く
、
そ

の
差
は
統
計
的
に
も
有
意
だ
。

　
こ
の
補
講
モ
デ
ル
は
、
イ
ン

ド
全
域
で

万
を
超
す
小
学
校

に
導
入
さ
れ
、
約
５
０
０
万
人

も
の
生
徒
が
恩
恵
を
受
け
た
。

　
た
だ
し
イ
ン
ド
国
内
に
は
ウ

ッ
タ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
な

ど
学
校
教
育
環
境
の
劣
悪
な
地

域
が
あ
り
、
上
記
モ
デ
ル
の
導

入
が
難
し
い
。
そ
こ
で
同
州
で

は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
員
に
よ

る
校
内
で
の
課
外
キ
ャ
ン
プ
モ

デ
ル
」
が
試
さ
れ
た
。
図
の
Ｂ

に
示
す
よ
う
に
、
こ
の
介
入
は

３
〜
５
年
生
の
読
解
能
力
を

㌽
引
き
上
げ
、
ハ
リ
ヤ
ー
ナ
ー

州
で
の
対
照
群
に
追
い
つ
く
と

い
う
大
き
な
効
果
を
持
っ
た
。

イ
ン
ド
全
域
の
教
育
環
境
劣
悪

地
域
に
こ
の
モ
デ
ル
が
導
入
さ

れ
、
約
４
千
校
、

万
人
強
の

受
益
者
を
生
み
出
し
た
。

　
近
年
、
日
本
で
も
「
証
拠
に

基
づ
く
政
策
立
案
」
（
Ｅ
Ｂ
Ｐ

Ｍ
）
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
Ｒ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
政

策
分
析
は
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
に
用
い

ら
れ
る
証
拠
と
し
て
最
も
説
得

力
の
高
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

世
紀
初
頭
に
は
、
開
発
経

済
学
の
国
際
会
議
に
参
加
す
る

と
、
実
証
分
析
は
Ｒ
Ｃ
Ｔ
一
辺

倒
の
傾
向
に
な
っ
て
お
り
、
筆

者
を
含
め
多
く
の
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
が
そ
れ
に
懐
疑
的
だ
っ
た
。

　
そ
の
理
由
は
、
①
そ
も
そ
も

人
間
を
対
象
に
き
ち
ん
と
し
た

無
作
為
化
が
可
能
な
の
か
と
い

う
技
術
的
問
題
（
外
れ
た
人
が

持
つ
嫉
妬
心
、
当
た
っ
た
人
か

ら
外
れ
た
人
へ
の
ス
ピ
ル
オ
ー

バ
ー

拡
散

な
ど
）
②
マ
ク

ロ
経
済
政
策
や
大
型
イ
ン
フ
ラ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
Ｒ
Ｃ
Ｔ
実

施
が
難
し
い
政
策
が
研
究
対
象

外
と
な
る
恐
れ
③
効
果
を
測
定

す
る
こ
と
に
集
中
す
る
と
そ
の

背
後
に
あ
る
経
済
メ
カ
ニ
ズ
ム

へ
の
関
心
が
薄
ま
っ
て
し
ま
う

と
い
う
批
判
―
―
な
ど
だ
。

　
し
か
し
そ
の
後
の
研
究
動
向

を
み
る
と
、
技
術
的
な
面
で
の

改
善
が
進
ん
だ
。
行
政
改
革
な

ど
そ
れ
ま
で
適
さ
な
い
と
思
わ

れ
た
分
野
に
も
工
夫
し
て
Ｒ
Ｃ

Ｔ
を
適
用
し
、
情
報
の
非
対
称

性
な
ど
ミ
ク
ロ
経
済
学
的
に
重

要
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に

す
る
よ
う
な
Ｒ
Ｃ
Ｔ
も
実
施
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
と
は
い
え
Ｒ
Ｃ
Ｔ
が
最
も
効

果
的
な
の
は
、
や
は
り
小
さ
く

て
も
実
践
的
な
貧
困
削
減
政
策

の
評
価
だ
。
小
さ
な
実
践
的
問

題
の
解
決
を
積
み
上
げ
て
い
く

こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
バ

ナ
ジ
ー
、
デ
ュ
フ
ロ
両
氏
の
著

書「
貧
乏
人
の
経
済
学
」で
分
か

り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
３
氏
の
中
で
筆
者
が
最
も
多

く
会
っ
た
の
は
バ
ナ
ジ
ー
氏

だ
。
ア
ジ
ア
出
身
者
の
ノ
ー
ベ

ル
経
済
学
賞
受
賞
は
、

年
の

ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
氏
に
次

い
で
２
人
目
。
２
人
と
も
イ
ン

ド
・
ベ
ン
ガ
ル
地
方
出
身
で
コ

ル
カ
タ
の
同
じ
カ
レ
ッ
ジ
で
学

ん
だ
。
イ
ン
ド
の
国
際
会
議
に

バ
ナ
ジ
ー
氏
が
出
席
す
る
と
、

周
り
に
大
き
な
人
だ
か
り
が
で

き
、
政
策
談
議
に
花
が
咲
く
。

　
信
用
市
場
や
情
報
の
不
完
全

性
に
関
す
る
理
論
的
研
究
で
開

発
経
済
学
者
と
し
て
名
を
成
し

た
バ
ナ
ジ
ー
氏
が
、
Ｒ
Ｃ
Ｔ
の

貢
献
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
す

る
の
は
不
思
議
に
感
じ
る
。
Ｍ

Ｉ
Ｔ
で
の
教
え
子
だ
っ
た
フ
ラ

ン
ス
出
身
の
デ
ュ
フ
ロ
氏
の
才

能
を
開
花
さ
せ
た
の
も
、
彼
の

懐
の
深
さ
が
生
み
出
し
た
取
り

合
わ
せ
の
妙
だ
ろ
う
。
デ
ュ
フ

ロ
氏
が
政
策
評
価
の
実
証
研
究

を
極
め
る
一
方
、
バ
ナ
ジ
ー
氏

は
今
も
時
折
、
初
期
の
理
論
的

研
究
の
香
り
の
す
る
論
考
を
発

表
し
て
い
る
の
も
印
象
的
だ
。


